

第４章ユニクロの発展のため

４０年前までは、ブランド品や高級なファッションアイテムを多く所有することが、ステータスとなる時代だった。そのため、ファッションにたくさんのお金をかけ、ブランド品で着飾る人も珍しくなかったのだ。
しかし、近年では、「モノへも執着」自体が減り、いわゆる「ミニマリスト」的志向が市場に浸透している。高級衣料品が売れにくい時代になったのだ。以前は「低価格商品は品質が悪く、長持ちしない」という常識がありましたが、最近ではユニクロなどを筆頭に、ファストファッションの高品質化が進んでいる。低価格で機能性が高くさらにデザイン性にも優れた商品の普及は、あえて高いものを買わなくも良いと考える消費者の傾向を生んでいる。こうして年々、消費者の低価格志向が進んでいる。
４－１　ブランドの民主化

ブランドの民主化という問題について、どのような対策を今後日本アパレル産業でとっていくべきかについて『大衆品との差別化』を軸に述べていく事にする。差別化の徹底を問題として挙げられていたように、現在の日本の状況を見ると、ハイブランドと呼ばれるブランド製品の民主化が広がっている。高校生でコーチ、グッチなどの財布やカバンを所有し、またそれが当たり前のように見られるようになってきた。 

従来資産家などのお金を持った人々しか購入する事の出来なかったハイブランド製品を若い人々、また一般の人々が所有できるようになったという事実がハイブランドの民主化・大衆化いえるだろう。この状況を欧米の人々が見ると不思議でたまらないと言う。彼らの国では、そのハイブランドの製品を所有できる人々はほんの一握りのお金持ちだけであり、ましてやそれを普通の高校生が所有しているなんて有り得ないとまで言う人々もいる。このブランドの民主化により従来お金持ちをターゲットとしていたハイブランドの 商品は、たとえその国の経済が不況になっても売れ続け、その商品を所有している事がお金持ちである事の一種のステータスであった。だからこそハイブランドの商品は 長期に及ぶ一定の需要を確保する事が出来ており、そのブランドイメージを保つ事が出来ていたと考えられる。 

しかしながら今日の日本の状況においては、このハイブランドの製品でさえ不況という時代の流れの中で苦境にたたされているのである。この大きな原因としてあげられるのがブランドの民主化により経済的な余裕があまりない人たちでもハイブランドの商品を背伸びして買うようになり、その結果不況になるとたちまちその影響を受けてしまうようになったのである。
ではまず皆様が這いブランドとして想像しうるブランドとは一体どのようなブランドであるだろうか。日本でハイブランドとして名を挙げている、グッチ、コーチなどの海外から来るインポート物のブランドを想像する人は少なくないと思う。日本のハイブランド企業とはどこかと思考しても中々思い浮かべる事が出来ないのではないだろうか。 
この要因は2つあると考えられる。 1つ目は、若い人々の意識の変化である。これは何を意味するかというと、バブル期以前の若い人々はハイブランドの商品を所有している事が自分を社会のどのランク にいるのかを順位づけるという考え方を持っており、そのハイブランド品を所有して いる事で自分が日本社会で中流階層に位置付けられているという意識を所有していた。 だからこの時期に若かった人々は多少の交際費や食事代などを削ってまでハイブランドを買いたいと思う人が多数存在しており、中には貯金が無くなる程ブランド品を 買い漁り、ブランド中毒と呼ばれる人々が出たくらいである。2つ目の要因として、本当の富裕層がより本物思考になった事である。つまりこれは、ハイブランドと呼ばれるブランドの商品ではなく、より質の良いモノを富裕層が購入する様になったという事である。ハイブランドのバックなどを見て頂ければ分かりますいのであるが、多くのハイブランドと呼ばれるブランド商品のカバンなどにはそのブランドのロゴマークが入っていたりする。 例をとって挙げれば、グッチのバックなどは全面にロゴマークが打ち出され誰が見てそのバックはグッチのモノであると理解できる、そしてまたそのバックの持ち主が一般的な高校生や大学生である。この姿を街中で富裕層の人々が見るとやはり同じものを持ちたくないという気持ちになるのは当たり前の事ではないかと考えられる。 
２−２　後継者の育成
日本アパレル産業(繊維産業)において産業空洞化の 進行が著しく、特に衣服の縫製などの分野では中国への生産地の移転が進んでいる。 競争力のない産業ならば、わざわざその産業を保護する必要がないと言う方おられるだろうしかしながら、今日の日本の状況を見れば、日本の花形といえる自動車半導体の産業においてさえ、この産業の空洞化が深刻な問題となっている。 競争力がないからと言って、日本が代々誇ってきたそれらの産業を捨ててしってよいのであろうか。世界に誇る素晴らしい技術を持ったこの日本の製造業を見直していくべきできではないだろうが。繊維に代表される伝統産業では、その土地の地域 性を重んじた結果、技術進歩が画一的に行われず、その結果アパレル産業全体にその恩恵が直に伝わらなかったのではないかと考えられる。中小企業が力を取り戻してこそ、今後の日本アパレル産業がた世界と戦える競争力を持つようになるのではないかと感じる。  国内生産が減少した分、国内の繊維製品に対する需要を海外からの輸入品でかなっている。 
日本が比較的優位を保てている生地を海外に輸出し、それを外国で最終工程を仕上げ再輸入すると言った形で見受けられるが、低価格な商品の製造を求め、素材から 製造を一手に行う事が出来、また日本よりも安価な人件費でアパレルを製造する 事が出来る中国へ企業はこぞって日本を飛び出し中国へと生産拠点を移行させた。この事が現在日本で見られる生産の空洞化をもたらしたといえる。空洞化について簡単に示したのである。ほんの一例であり、すべてがこれに当てはまる 訳ではないが、このようにして生産の空洞化が起きた事を理解して頂きたい。 

４－３世界への発信

現在の日本のアパレル市場を見ると、多くの外国ブランドのショップが街中に溢れていると感じる事はないだろうか。先程この章の3節の図においても国内に輸入されるアパレルの量が非常に多いという事を示している。多くの外国アパレル企業 は日本を市場として捉え、日本のアパレル業界に少なからずとも影響を与えている。また大手商社は多くの有名外国ブランドとロイヤリティー契約を結び、日本にアパレル製品を持ちこんでいる。 

しかしながら、日本ブランドの商品が外国で売られているという話をあまり耳にした機会はないのではないか。ユニクロの世界進出がこれほどまでのマスメディアに多く取り上げられている中で、海外へと目を向ける企業はどれほどいるのであろうか。 ここでの世界への発信とは、工場を海外に移転させ低価格のアパレルを実現させよう という意味ではない。 

これほど素晴らしい技術を兼ね備えた日本で作られるアパレル製品や技術を世界に向けて発信するべきではないのかと言う考えである。日本のアパレル製品が世界に 認められていない訳ではない。 確かに世界の5大コレクションという大きなファッションイベントの1つに「東京コレクション27」がある事が事実であり、またそれが世界的に注目を浴びていないという訳ではない。しかしながら日本人の性格なのであるか、中々その影響が世界中に広もっているかは疑問である。日本は島国である為に、外の国との関わりが極端に少な く、積極的な他社との交流を避ける傾向にあると言われているのは有名な話である。これは企業についても同じ事が言えるのではないだろうか。「ものづくり」の観点で、日本は世界に誇れるものを所持している。企業が積極的に世界へとこの素晴らしい日本の技術をもっとアプローチしてもいいのではないかという事である。 

では日本世界へ日本アパレルを発信する場の例として、先程少し述べた「東京コレクション」について少しご紹介したいと思う。東京コレクションは世界5大コレクションのうちの1つであり、パリ・ミラノ・ロンドン・ニューヨークで開催されている ファッションイベントの最後を締めくくるコレクションであり、毎年4月と11月に行 われている。近年ではこの東京コレクションでの海外のデザイナーの参加や新人デザイナーの参加により規模は大きくなっており、注目度は徐々にあがってきていると言える。作りの技能・技術を、少量生産でビジネス化することによって、世界に対抗すべきである。日本での大量生産・大量消費の時代は終わったのではないだろうか。 

今こそ日本の技術を海外に発信し今後の日本アパレル産業の復興につなげる道への日本アパレル産業の人々が一丸となって舵をとっていくべきではないだろうか。 

日本アパレルは今で世界に進出しなくても維持出来ていた。しかし外国資本のアパレル企業が日本で勢力をつけ、また日本自体の需要がなくなっていくにあたり、世界に目を向けたモノづくりが必要となってくる。国際的に通用する商品をつくらなければ、日本においても日本アパレルの需要はほとんどなくなるのではないだろうか。日本の繊維産業の匠の部分を商品に反映することが出来るということは、高品質・高機能、長期にわたって楽しめるデザイン完成度の高さ、個人の好みへのカスタマイズ を兼ね備えている日本製品の世界に誇れる強みでる。世界に誇る価値観や感性は本論文の目的である日本アパレル産業の問題点を明らかにし解策の提案を明らかにするということは達成できたといえよう。さらに、そこから発展し私たちの考える理想 的なアパレル産業の構造の提言をすることができたこという意味では目的以上のものが出来上がったといえるだろう。 
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